
１．目的・動機

（１）目的

奥間川は与那覇岳に源流があり、流程は 5.5km である。上流域は大部分が森林で、中流に一部みかん畑がある程

度で自然度の高い河川である。H19 年度に学校周辺の３河川 ( 奥間川・饒波川・大兼久川 ) の指標生物を用いた水質

調査を行い、奥間川がもっとも出現種数が多いことが分かった。また、H20 年度では、瀬と淵での水生昆虫の棲み

分けが確認された。昨年度 (H21) の調査では、出水後に底生動物が減少するため川床が不安定であるが、雨が降ら

なければ比較的短時間で回復することが分かった。また、川底の礫の多さは、底生動物の住み込みを促進させる効

果があることが分かった。僕は去年度から、奥間川下流で水生生物を調査してきた。今年は、中流、上流と下流の

水生生物相は違うのかと疑問を持ち、3 地点で流程分布を調査した。調査結果を元に、奥間川の水生生物相に関する

基礎資料を作成する。

（２）動機

幼い頃から、やんばるの自然に興味があり、辺土名高校環境科に入学した。より詳しく学ぶために、サイエンス

部に入部した。そこで、北村崇明先生と出会い水生生物を調査研究した。研究するにつれて興味と関心がさらに高

まった。奥間川には以前ダム計画があったことを知り驚いた。ダム計画は、昨年に中止が発表され少しホッとした。

いつダム計画が再浮上するか心配であり、ダム計画が再浮上する前に、奥間川全体の水生生物相を明らかにして公

表できる基礎資料を作りたいと思って水生生物の流程分布を調査した。

２．調査対象生物（底生動物群集）

プラナリア類・貝類・水生昆虫類・甲殻類・魚類

特に、水生昆虫は、種類数と個体数の大部分を占める重要なグループである。水生昆虫の各生活形の例を表１に

示した。

表１　水生昆虫の生活形
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シマトビケラ科、
ヒゲナガカワト
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トビケラ目幼虫。
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造 網 型

（ぞうも

うがた）

固 着 型

（こちゃ

くがた）

匍 匐 型

（ほふく
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ナガレトビケ
ラ 属、 ヒ ラ
タ カ ゲ ロ ウ
属、カワゲラ
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い回って移動
するもの。

携 巣 型
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うがた）

筒巣（つつす）
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虫。 ま る で、
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もの。

遊 泳 型

（ゆうえ

いがた）

コカゲロウ科
などのように、
泳いで移動す
るもの。

掘 潜 型

（くっせ

んがた）

モンカゲロウ、
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科、ユスリカ
科（一部）の
ように砂また
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との多いもの。

３．調査方法・内容

（１）調査方法

2011 年 2 月～毎月調査を実施

した。しかし 2 月は中流と上流

の二地点で 3 月から、下流、中流、

上流の三地点で、調査をした。

水質調査はパックテスト。6 種の

簡易水質測定器による調査は 5

種を実施した。生物調査はタモ

網による定量調査を行った。瀬

と淵において、25cmx25cm のコ

ドラートを川底に置きその下流

側にタモ網を設置し、枠内の石

や堆積物を流れに沿って洗い流

し、網で受け取りその工程を 4 回繰り返した。タモ網で採集したポリビンに入れて 70％エタノールで保存し、本校

環境棟に持ち帰り、後日水をはったバットに採集物を入れて、ピンセットで生物を取り出し、分類ごとに分けて、

サンプル瓶に保存して顕微鏡で生物を固定して、個体数を数えた。



４．結果と考察

（１）水質

奥間川は３地点とも水質は良好で、きれいな水でまた、軟水であった（表２）。

（２）各地点の優占種

３地点で合計 89 種の水生

生物が確認された。上流地

点では、瀬では、タニガワ

カゲロウ属（匍匐型）やヒ

メドロムシ科（匍匐型）が

優占種となることが多かっ

た。中流地点は、瀬では、

コタニガワトビケラ属（造

網型）やタニガワカゲロウ

属（匍匐型）が優占種とな

ることが多かった。コタニ

ガワトビケラ属は造網型ト

ビケラ目の中では小型であ

る。河床のレキとレキのわ

ずかな隙間にも棲み込むこ

とができるため、個体数が多かった可能性がある。総個体数から見ても、また、出現種類数から見ても、中流地点

は３地点の中で最も多かったため、水生生物にとって非常に良好な環境であると考えられる。下流域においては、

瀬では、コガタシマトビケラ属の１種（造網型）やオキナワヒゲナガカワトビケラ（造網型）が優占種となること

が多かった。上流地点や中流地点と比べて、下流地点の方が僅かに有機物などの栄養分が多い可能性がある。

図１ 奥間川における調査地点

写真１　上流地点　　　　　　　写真２　中流地点

写真３　下流地点

表２　奥間川における水質調査結果（各地点の平均値の比較）



（３）水生生物の流程分布

コカゲロウ科では、シロハラコカゲロウが上流へ

向かうほど個体数が多くなり、ミジカオフタバコカ

ゲロウ属の 1 種では、下流へ向かうほど個体数が多

くなる傾向が見られた。ヒラタカゲロウ科ではタニ

ガワカゲロウ属の 1 種が上流へ向かうほど個体数が

多くなり、ヒメヒラタカゲロウ属の 1 種では中流地

点で最も多くなる傾向が見られた。

トンボ目では、リュウキュウハグロトンボは全域

に分布するが、オキナワオジロサナエやオキナワミ

ナミヤンマは中流～上流域に個体数が多くなる傾向

が見られた。

カワゲラ目では、どの種も中流～上流域で個体数

が多くなる傾向が見られた。

シマトビケラ科では、ミヤマシマトビケラ属の 1

種が上流地点で多く、コタニガワトビケラ属は中流

域で個体数が多く、コガタシマトビケラ属の 1 種で

は、下流地点で個体数が多かった。オキナワヒゲナ

ガカワトビケラは下流に向かうにつれて個体数が多

くみられた。ウルマーシマトビケラは全域で見られ

るが、中流域で個体数が多かった。携巣型トビケラ

類では、オキナワニンギョウトビケラが下流で個体

数が多くみられたが、その他の種は中流～上流域で

個体数が多くなる傾向が見られた。

甲殻類では、ヤマトヌマエビが中流～上流域で多く、

ミゾレヌマエビは下流で多く、トゲナシヌマエビは

全域で見られたが、中流域で多かった。

図２　奥間川における主要な水生生物
の流程分布



（４）EPT種数（カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の出現種数）

　EPT 種数とは、水生昆虫の主要 3 目であるカゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目の出現種数のことである。これ

ら 3 目の水生昆虫は、河川環

境が良好で水質がきれいな場所

に生息していることが多い。こ

のため、これら 3 目の出現種

数を調べることにより、河川環

境をある程度把握することがで

きる。EPT 種数は、河川環境を

知る上での指標となっている。

　EPT 種数は中流地点が最も

多く、次に上流地点が多く、下

流地点が最も少なかった。

（５）奥間川で確認された希少な水生生物

　
No. 目名 科名 種名 天然記念物の指定 環境 RDB 沖縄県 RDB
１ トンボ サナエトンボ オキナワサナエ 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

２ オキナワオジロサ
ナエ

準絶滅危惧（NT）

３ オニヤンマ カラスヤンマ 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

４ オキナワミナミヤ
ンマ

準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

５ エゾトンボ オキナワコヤマト
ンボ

準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

６ コウチュウ ゲンゴロウ フタキボシケシゲ
ンゴロウ 準絶滅危惧（NT）

７ トビケラ シマトビケラ オキナワホシシマ
トビケラ

準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

８ 十脚 サワガニ サカモトサワガニ 準絶滅危惧（NT） 準絶滅危惧（NT）

９ タウナギ タウナギ タウナギ 絶滅の恐れのある地域
個体群（沖縄島）

絶滅危惧Ⅰ B 類（EN）　

４．今後の課題

現在も調査を継続中である。１年分のデータがあれば、水生昆虫を中心とした水生生物の生活史をある程度把握す

ることが可能となる。そのために、成虫の採集も検討していきたい。さらに、特に水生昆虫を中心とした微細生息場

所を明らかにする必要がある。

５．まとめ

（１）奥間川の上流地点、中流地点、下流地点を合わせて89種の水生生物を確認することができた。このうち、希少

な水生生物は9種確認できた。

（２）水質は３地点ともに良好であり、きれいな水であった。また、軟水であった。

（３）特にシマトビケラ科などの造網型トビケラ目では、流程分布をきれいに棲み分けている種が確認できた。

（４）特に、中流地点と上流地点では水生昆虫相が豊かであり、重要な生息環境となっていると考えられる。
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図３　奥間川の各地点におけるEPT種数の比較

表３　奥間川で確認された希少な水生生物

5目7科9種の希少な
水生生物が確認され
た。


